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ⒸStudio Ghibli
市制施行５０周年を記念し、本市の
名誉市民である宮崎駿氏（スタジ
オジブリ）に描いていただいた市
のイメージキャラクターです。

こきんちゃん

/115
世
帯
と
人
口

３０.１.１現在

※　世帯数および人口は、住民基本台帳によるものであり、
外国人住民の方を含みます。（　）内は前月比

世帯数 ５９,５４８ （３１増） 男 ５９,４２０ （３３増）
人　口 １２０,２６８ （８７増） 女 ６０,８４８ （５４増）
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　市では、市ホームページに掲
載するバナー広告を募集してい
ます。有効な広告媒体として、
ぜひご活用ください。
　申し込みは、随時受け付けて
います。
■掲載場所市ホームページのト
ップページ
■掲載期間各月１日から１か月
単位（最長１２か月）
■掲載料（１枠）渇１か月＝
３０,０００円渇３ か 月 ＝８５,５００円
（月額２８,５００円）渇６か月＝

１６２,０００円（月額２７,０００円）渇１２
か 月 ＝２８８,０００円（月 額２４,０００
円）
■申込書配布市ホームページか
ら「小金井市広告掲載申込書」
「小金井市ホームページバナー
広告掲載申込内容書」をダウン
ロードしてください
 郵送または直接、申込書等に
必要事項を明記し、情報システ
ム課情報システム係（〒１８４−
８５０４住所不要・市役所第二庁舎
６階☎０４２−３８７−９８２７）へ

申
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　市では、㈱ジェイコム東京西エリ
ア局と防災行政無線の再送信連携に
係る覚書を締結しています。
　この覚書の締結により、屋外スピ
ーカーで放送していた防災行政無線
を、同社の専用端末（写真）を利用
して各家庭で放送を聞くことができ
ます。
■配信する内容
渇「ふれあいメロディー」（定時放
送）などの防災行政無線一般放送
渇避難勧告などの災害に関する情報
渇気象庁が発表する緊急地震速報
渇ミサイル発射情報などの国民保護

に関する情報
 費用等詳しくは、同エリア局へお
問い合わせください
 電話で同エリア局（☎０１２０−９９９
−０００＝年中無休。午前９時〜午後
６時）へ
 地域安全課防災消防係（☎０４２−
３８７−９８０７）

他

申

問

市市ホホーームムペペーージジのの
ババナナーー広広告告募募集集

市ホームページ市ホームページのの
バナー広告募バナー広告募集集

防災行政無線を屋内で聞くことができま防災行政無線を屋内で聞くことができますす

　市民の皆さんから４,７７３票の投票があり、その結果、次の方の作品に決定しました。多くの方に投票いただき、
ありがとうございました。
　今後、６０周年を迎える小金井市を市内外に広く ＰＲ するため、各種記念事業を予定しています。多くの市民の
皆さんの思い出に残る記念の年になるよう取り組んでいきます。
 企画政策課企画政策係（☎０４２−３８７−９８００）問

小金井市市制施行60周年

作品に込めた思い

　小金井のよさは人のあたたかさ、桜が咲き笑顔になるよう
に、人々のあたたかさが、人々の笑顔を咲かせている。これか
らもあたたかいまちであってほしい、そんな思いを込めて。

　全体的なモチーフは、小金井市民誰もが連想する桜の木で
す。一方で、部分ごとに別の意味も持たせるようにしていま
す。木の幹の部分には丸模様を配し、小金井の豊富な湧水や川
もイメージしています。また、 蕾 や花たちは、人々の意味も表

つぼみ

しています。市内にある沢山の桜が豊富な水を吸い上げ、花を
咲かせるように、これからも市と市民が、自然に囲まれながら、
笑顔で成長や発展を続けてほしいという思いでデザインをしま
した。

 大  越  遼  介 さん
おお こし りょう すけ

【シンボルマーク】 （市内在住）

 天  笠  祐  美 さん
あま がさ ゆ み

【キャッチコピー】 （市内在住）

（左から）大越遼介さん、市長、天笠祐美さん

シシンンボボルルママーークク、、キキャャッッチチココピピーーがが決決定定シンボルマーシンボルマークク、、キャッチコピーがキャッチコピーが決決定定



30・1・15 2市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
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問合先内　容ところと　き名　称
保育課保育係
（☎０４２−３８７−９８４６）

公立保育園の現状確認と保
護者が求める事業について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１月２０日（土）
１５：３０〜

公立保育園運営協
議会（※）

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

平成３０年度一般廃棄物処理
計画の策定等について

中間処理場事務
所棟研修室１

１月２２日（月）
１７：００〜

廃棄物減量等推進
審議会

ごみ対策課減量推進係
（☎０４２−３８７−９８３５）

清掃関連施設整備基本計画
について

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１月２４日（水）
１８：００〜

清掃関連施設整備
基本計画検討会議

公民館本館
（☎０４２−３８３−１１８４）公民館事業について　ほか市役所第二庁舎

８階８０１会議室
１月２５日（木）
１０：００〜公民館運営審議会

介護福祉課介護保険係
（☎０４２−３８７−９８２２）

①地域密着型サービスの指
定について
②計画策定について

市役所本庁舎３
階第一会議室

１月２５日（木）
①１３：３０〜
②１５：００〜

介護保険運営協議
会
①地域密着型サー
ビスに関する専門
委員会
②全体会

健康課健康係
（☎０４２−３２１−１２４０）健康増進計画について市役所第二庁舎

８階８０１会議室
１月２５日（木）
１９：３０〜健康増進専門部会

図書館本館
（☎０４２−３８３−１１３８）

図書館の在り方について
（諮問）等（手話通訳あり。
要事前申込）

図書館本館地階
集会室

１月２９日（月）
１４：００〜図書館協議会（※）

地域福祉課地域福祉係
（☎０４２−３８７−９９１５）

新施設計画（案）の検討・
確定

市役所第二庁舎
８階８０１会議室

１月３０日（火）
１８：００〜

（仮称）新福祉会館
建設基本計画市民
検討委員会（※）

企画政策課企画政策係
（☎０４２−３８７−９８００）

市民参加条例の運用状況等
について

前原暫定集会施
設２階Ｂ会議室

１月３０日（火）
１９：００〜市民参加推進会議

地域福祉課地域福祉係
（☎０４２−３８７−９９１５）計画（素案）の検討市役所第二庁舎

８階８０１会議室
２月１日（木）
１８：３０〜

保健福祉総合計画
策定委員会

介護福祉課包括支援係
（☎０４２−３８７−９８４５）

医療と介護の連携について
等

市役所第二庁舎
６階６０１会議室

２月１日（木）
１９：００〜

在宅医療・介護連
携推進会議

※保育あり（要事前申込）◆◆各種審議会等の開催日程◆◆
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は
、
申
請
免
除
・
納
付
猶

予
や
学
生
納

付
特
例
な
ど

の
制
度
が
あ

り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

 

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
４
４
）

０４２

３８７

問

　日ごろから、ごみの減量と資源化の推進にご協力いただきましてありがとうご
ざいます。
　ペットボトルの出し方が、４月から変更になります。
　現在、回収したペットボトルは、市内で選別・圧縮してから、（公財）日本容
器包装リサイクル協会の指定工場でリサイクルされています。同協会では年に１
度品質検査を行っており、平成３０年度から検査に「容易に分離可能なラベル付き
ＰＥＴボトルが全体の１０％以下であること」という項目が追加されます。これは、
ペットボトルが普及し始めたころに比べて、現在はラベルにミシン目がついてい
るなど、はがしやすく配慮されている製品が多くを占めることから、検査項目が
追加されました。
　このため、４月からはリサイクル原料としてのさらなる品質向上をめざし、ペ
ットボトルのラベルは取り除いて出していただくようお願いします。はがしたラ
ベルは、プラスチックごみ（調味料等で、紙製であればざつがみ）で出してくだ
さい。ご理解・ご協力をお願いします。
【１１月分のごみ排出量報告】
　１１月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は、２６０.９ｇとなり、目標値（２７５.４
ｇ）を１４.５ｇ下回りました。
 ごみ対策課減量推進係（☎０４２−３８７−９８３５）問

○２０３

ごみ1人1日当たりの排出量（単位：g）

（参考）燃やすごみ
前月・前年度同月の排出量 273.4 287.8

29年度
10月

28年度
11月

（参考）燃やさないごみ
前月・前年度同月の排出量 33.0 34.1

29年度
10月

28年度
11月燃やさないごみ

（市内全域） 30.5 33.5 △3.0
11月 目標量 差引

燃やすごみ
（市内全域） 260.9 275.4 △14.5

11月 目標量 差引

やった
減量成功

やった
減量成功

市
歌
選
定
委
員

市
歌
選
定
委
員
会会

委
員
募

委
員
募
集集
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今
年
は
昭
和　

年　

月
１
日
に

３３

１０

市
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら　

周
年

６０

を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
本
市

の
歴
史
を
振
り
返
り
、
現
在
を
見

つ
め
、
未
来
を
展
望
す
る
年
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
機
運
醸
成

と
も
連
動
し
、　

周
年
記
念
事
業

６０

の
展
開
等
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た

レ
ガ
シ
ー
が
、
将
来
に
引
き
継
が

れ
つ
つ
、
小
金
井
市
の
た
く
さ
ん

の
魅
力
が
発
信
さ
れ
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
本
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
描
い
て
い
く
取
り
組
み

を
深
め
て
い
く
年
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

昨
夏
に
は
、　

周
年
記
念
の
機

６０

運
醸
成
の
た
め
、
こ
き
ん
ち
ゃ
ん

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
作
成
し
ま
し
た
。

小
金
井
桜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
マ

ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を
発
行
で
き
た

こ
と
も
良
い
契
機
と
な
り
ま
し

た
。
昨
秋
に
公
募
し
て
多
数
寄
せ

ら
れ
た　

周
年
記
念
の
シ
ン
ボ
ル

６０

マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
市

民
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
、
小
金

井
ら
し
さ
を
巧
み
に
表
現
し
た
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
心
温
ま
る
す
て

き
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
今
月
５

日
に
開
催
さ
れ
た
新
春
市
民
の
つ

ど
い
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、
本

紙
１
面
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か

ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年　

月
７
日
に
小
金
井　

宮

１０

地
楽
器
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
の　
６０

周
年
記
念
式
典
で
は
、
郷
土
芸

能
、
市
政
功
労
者
表
彰
、
名
誉
市

民
証
贈
呈
、
市
歌
発
表
等
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
市
の

花
・
木
・
鳥
・
虫
を
、
そ
れ
ぞ
れ

桜
・
け
や
き
・
か
わ
せ
み
・
カ
ン

タ
ン
と
定
め
る
と
と
も
に
、
市
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
き

ん
ち
ゃ
ん
」
が
あ
り
ま
す
が
、
新

た
に
市
の
歌
も
制
定
し
ま
す
。
作

成
に
際
し
て
は
、
選
定
委
員
会
を

設
置
し
、
ふ
る
さ
と
小
金
井
へ
の

思
い
を
公
募
し
て
歌
詞
に
取
り
入

れ
、
専
門
家
の
お
力
も
い
た
だ
き

ま
す
。
幅
広
い
世
代
に
長
く
親
し

ま
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用

さ
れ
る
歌
を
作
成
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
ま
つ
り
、
阿
波
踊
り

大
会
、
小
金
井
薪
能
、
な
か
よ
し

市
民
ま
つ
り
、
お
月
見
の
つ
ど
い

等
は 
冠 
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
る

か
ん
む
り

予
定
で
あ
り
、
実
行
委
員
会
や
市

民
の
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ

ア
や
創
意
工
夫
が
付
加
さ
れ
た
楽

し
い
行
事
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
、
市
史
編 
纂 
事
業
に
継

さ
ん

続
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

が
、
今
年
、
考
古
・
中
世
編
を
刊

行
し
、
そ
し
て
平
成　

年
３
月
に

３１

は
、
そ
の
集
大
成
と
な
る
小
金
井

市
史
通
史
編
が
い
よ
い
よ
刊
行
さ

れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も

検
討
を
進
め
て
い
る
事
業
が
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
市
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
に
よ

り
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

小
金
井
市
長

こ
が
ね
い
未
来
通
信

こ
が
ね
い
未
来
通
信
11
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　申告していただくのは、平成２９年中の所得です。
　市・都民税の申告書は、２月９日（金）に市か
ら、所得税および復興特別所得税（以下所得税）
の確定申告書は１月下旬に武蔵野税務署から、前
年の状況に応じてそれぞれ郵送します。用紙が届
かなかった方や新たに必要になった方は、市また
は税務署で入手できます。
　なお、同税務署では、２月１４日（水）より申告
書作成会場を開設します。（土曜・日曜日を除
く）開設時間は午前８時３０分〜午後５時（相談は
午前９時から）です。また、２月１８日（日）、２５
日（日）は開場します。
　市では、申告期間中の日曜日午前９時〜午後１
時に臨時窓口を開設して申告書の受け付けを行い
ます。
※渇同税務署での受け付けは混雑状況により早め
に締め切ることがありますので、なるべく午後４
時までにお越しください渇作成済みの還付申告書
は、１月から同税務署で受け付けています渇２月
１日（木）〜３月１５日（木）は、同税務署の駐車
場は利用できません渇確定申告書は、１月１８日
（木）から、市民税課でも配布します（数に限り
があります）
 

　所得が給与のみの方で勤務先から「給与支払報
告書」が小金井市に提出されている方、所得が公
的年金のみの方で支払先から「公的年金等支払報

市・都民税の申市・都民税の申告告

告書」が小金井市に提出されることになっている
方以外は、市・都民税の申告が必要です。
　申告の際は、平成２９年中の所得や控除に関する
書類（源泉徴収票、生命保険や国民年金保険料の
支払額証明書等）をご用意ください。
　なお、所得税の確定申告をする方は、市・都民
税の申告をする必要はありません。
 

　国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）
の「確定申告書等作成コーナー」で申告書を作成
することができます。
　作成した申告書はｅ−Ｔａｘで送信できるほ
か、プリントアウトして税務署に提出できます。
また、申告書等の様式をホームページからダウン
ロードできます。
 

　公的年金等の収入金額の合計額が４００万円以下
で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金
額が２０万円以下である方は、所得税の確定申告を
する必要がありません。ただし、源泉徴収の対象
とならない公的年金等の支給を受けている方は除
かれます。
　なお、この場合でも、所得税の還付を受けるた
めには確定申告書を提出する必要があります。
　所得税の確定申告が不要の方でも、医療費控

国税庁ホームページ国税庁ホームページでで
確定申告書が作成できま確定申告書が作成できますす

公的年金を受給している方公的年金を受給している方へへ

除、各種保険料控除などを追加することで、市・
都民税が減額となる場合があります。この場合、
市・都民税の申告書の提出が必要となります。
 

　平成２９年分の市・都民税の申告および確定申告
から、医療費控除を受けるための手続きが変わり
ました。従来の医療費領収書の提出の代わりに、
「医療費控除の明細書」の添付が必要となり、領
収書の提出は不要となりました。
※渇医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要
があります（市や税務署から求められたときは、
提示または提出しなければなりません）渇移行措
置として、平成３１年分までは、「医療費控除の明
細書」に代えて、従来どおり領収書の添付または
提示により申告することも可能です
 

 ２月６日（火）〜８日（木）午前９時３０分〜１１
時、午後１時〜３時
※混雑状況により、受け付けを早めに締め切るこ
とがあります
 小金井　宮地楽器ホール
 小規模納税者、年金受給者、給与所得者
※渇譲渡所得がある方は除きます渇相続税の相談
は行っていません
 渇車での来場はご遠慮ください渇確定申告に必
要な書類、前年の申告書等の控え、印鑑およびマ
イナンバーに係る本人確認書類（マイナンバーカ
ードまたは番号確認書類）等をご持参ください
 武蔵野税務署個人課税部門（☎０４２２−５３−１３１１）

医療費控除につい医療費控除についてて

税理士による無料申告相税理士による無料申告相談談
時

所
対

他

問
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 渇市・都民税＝市民税課市民税係（市役所
第二庁舎３階☎０４２−３８７−９８１９）
渇所得税＝武蔵野税務署（武蔵野市吉祥寺本
町３−２７−１☎０４２２−５３−１３１１）

問

市・都民市・都民税税（（住民税住民税））、所得税および復興特別所得、所得税および復興特別所得税税
間もなく申告の時期で間もなく申告の時期ですす

２２月月1616日日（（金金））〜〜３３月月1515日日（（木木））
申告期間は

　市・都民税（住民税）、所得
税および復興特別所得税の申告
の準備はお済みですか。期間内
に、正しい申告をしましょう。

 　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
市

３０

内
に
※
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、
そ
の
所
有
状
況
を
１
月　

日
３１

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
告
書
は
平
成　

年　

月
１

２９

１２

日
に
郵
送
し
ま
し
た
。
該
当
す
る

資
産
を
お
持
ち
の
方
で
、
届
い
て

い
な
い
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」
に
よ

る
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。
利
用

方
法
等
の
詳
細
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.

eltax.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
償
却
資
産
と
は
、
土
地
・
家
屋

以
外
の
資
産
で
、
建
築
設
備
、
駐

車
場
の
舗
装
路
面
、
機
械
、
装
置
、

運
搬
具
、
器
具
、
備
品
な
ど
の
事

業
に
使
用
し
て
い
る
資
産

 

資
産
税
課
家
屋
係
（
市
役
所
第

二
庁
舎
３
階
☎　

儿　

儿
９
８
２

０４２

３８７

１
）

 　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

よ
り
事
業
者
の
再
選
定
を
行
い
、

次
の
事
業
者
に
決
定
し
ま
し
た
。

■
事
業
者
名
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ひ
・
ろ
・
こ
ら
ぼ

 

児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
７
）

０４２

３８７

 　

公
募
委
員
選
考
基
準
に
よ
り
、

次
の
方
々
を
委
員
に
選
任
し
ま
し

た
。

▽
清
水
学
さ
ん
、
中
重
喜
代
子
さ

ん
、
中
村
彰
宏
さ
ん
（
い
ず
れ
も

公
募
市
民
）

 

広
報
秘
書
課
秘
書
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
１
１
内
線
２
０
０
５
）

３８３ 事
業
経
営
者
の
方
は

償
却
資
産
の
申
告
を

問東
児
童
館
の
運
営
委
託

事
業
者
を
決
定

問名
誉
市
民
選
考
委
員
会
委
員

選
任
結
果

問



30・1・15 4市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
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⑵懲戒処分の状況（平成２８年度）
　懲戒処分とは、地方公務員法第２９条の規定により、公務における規律と秩序を維持することを目
的として、職員に法令等の違反、職務上の義務の違反、全体の奉仕者たるにふさわしくない非行の
あった場合などに行う処分です。

処分者数
合　計免　職停　職減　給戒　告
０人０人０人０人０人

⑤その他の手当（平成２９年４月１日現在）
職員１人当たり
平均支給年額
（平成２８年度決算）

支給実績
（平成２８年
度決算）

国の制度と
異なる内容

国の
制度と
の異同

内容および
支給単価手当名

１８２,２６８円４４,８３８千円

支給対象者、支給単価
【国】
（１）配偶者１３,０００円
（欠配一子１１,０００円）
（２）配偶者以外の扶養親
族　６,５００円（配偶者がな
い場合の扶養親族１人は
１１,０００円）
※満１６歳年度初めから満
２２歳年度末までの子がい
る場合の加算５,０００円

異なる

【内容】
扶養親族を有する職員
に支給
【支給額】
（１）配偶者１０,０００円
（課長級は８,０００円）
（２）子７,５００円
（子が満１６歳年度初め
から満２２歳年度末まで
の場合１１,５００円）
（３）配偶者がいない
子１０,０００円（子が満１６
歳年度初めから満２２歳
年度末までの場合は
１１,５００円）
（４）父母等６,０００円

扶養手当

８３７,１４９円５６,０８９千円
支給対象者、支給割合　
【国】
４６,３００～１４６,４００円

異なる
管理又は監督の地位に
ある一定範囲の職員に
対して７２,８００～８５,１００
円

給料の特
別調整額
（管理職
手当）

１５３,３３６円１６,４０７千円

支給対象者、支給対象区
分、支給単価
【国】
借家・借間
支給限度額２７,０００円

異なる
管理職者を除く
３５歳未満賃貸世帯主等
１５,０００円

住居手当

９２,３０１円４７,８１２千円
交通用具使用者の支給額
【国】
２,０００～３１,６００円

異なる
交通機関利用者
運賃相当額
交通用具使用者
通勤距離に応じて支給

通勤手当

②退職手当（平成２９年４月１日現在）
東京都小金井市

区　分
勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合
２３.５０月分２３.５０月分２３.５０月分２３.５０月分勤続２０年
３１.５０月分３１.５０月分３１.５０月分３１.５０月分勤続２５年
４５.００月分４５.００月分４５.００月分４５.００月分勤続３５年
４５.００月分４５.００月分４５.００月分４５.００月分最高限度額

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）その他の加算措置

２２,６１６千円２,４１０千円１９,７３４千円３,３７８千円１人当たり平均支給額
※退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２８年度に退職した職員に支給された平均額です

③地域手当（平成２９年４月１日現在）
国の制度
（支給率）

支給対象
職員数支給率支給

対象地域
１人当たり平均支給年額
（平成２８年度決算）

支給実績
（平成２８年度決算）

１５％６５３人１５％小金井市４９７,０１５円３２４,５５１千円

④時間外勤務手当
１人当たり平均支給年額支給実績

４６９千円２６１,８５９千円平成２７年度決算
４４１千円２４７,２６２千円平成２８年度決算

⑶主な休暇の取得状況
年次有給休暇
取得率

年次有給休暇
平均取得日数

３４.３％１２.８日
※平成２８年１月～１２月の期間を対象としています

⑵休暇制度の概要
　休暇制度の種類は、年次有給休暇、公民権の行使、育児時間、出産支援休暇、育児参加休暇、子
どもの看護休暇、生理休暇、産前および産後の休養、病気休暇、夏季休暇、ボランティア休暇、骨髄
液提供等休暇、結婚休暇、忌引、介護休暇、短期の介護休暇、介護時間があります。

⑵昇任試験実施状況（平成２８年度） （人）
合格者申込率受験申込者区分 合計女男全体女男合計女男

５０５２０.６％２.８％３０.３％２１１２０係長職・専任主査職
１０３７３４.６％１６.７％６６.２％６５２０４５主任職
０００　０.０％　０.０％　０.０％０００統括技能長職
０００３１.６％３３.３％３０.８％６２４技能長職・専任技能主査職
１０１２３.５％１６.７％３６.４％５１４技能主任職
１６３１３２９.５％１４.２％４５.６％９７２４７３合　計

部分休業取得者数育児休業取得者数
７人２８人

※平成２８年度に新たに取得した職員数です

５職員の休業の状況

１１職員の競争試験および選考の状況
⑴採用試験実施状況（平成２８年度） （人）

合格者受験者応募者職　種区分
１７３３３３９０一般事務

上級職
３９１２建築技術
５１９２１土木技術
３２０２１精神保健福祉士および社会福祉士
１７８保健師
０１１一般事務（身体に障がいのある方対象）中級職 １１８１９栄養士

（注）平成２９年４月採用分

　地方公務員法第３０条では、服務の根本基準として、「全て職員は、全体の奉仕者として公共の利
益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならな
い。」と規定しています。職員が守るべき義務は、次のとおりです。 （人）

営利企業
等の従事
制限

争議行為
等の禁止

政治的行
為の制限

職務に専
念する義
務

秘密を守
る義務

信用失墜
行為の禁
止

法令等お
よび上司
の職務上
の命令に
従う義務

区　分

１００１３１０違反者数
（平成２８年度）

７職員の服務の状況

⑵利益の保護の状況
①勤務条件に関する措置の要求の状況
　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、適当な措置が取られる
べきことを要求をすることができます。平成２８年度の継続件数、措置要求件数、完結件数、繰越件
数はいずれも０件でした。
②不利益処分に関する不服申し立ての状況
　職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けた場合、公平委員会に対して不服申し立
てをすることができます。平成２８年度の継続件数、申し立て件数、完結件数、繰越件数はいずれも
０件でした。

⑴分限処分の状況（平成２８年度）
　分限処分とは、地方公務員法第２８条の規定により、公務能率を維持することを目的として、職員
がその職責を十分に果たすことができない一定の事由のある場合に、職員の意に反して行う処分
です。

処分者数（延べ人数）
合　計休　職免　職降　任
６０人６０人０人０人

※同一職員の再処分の場合も含みます

６職員の分限処分および懲戒処分の状況

②公務災害等の発生状況（平成２８年度）
発生件数区　分
４件公務災害
１件通勤災害

③職員互助会の状況（平成２８年度）
公費負担率市交付金額会費収入額
１：０.９８,８３２,６００円９,８１４,０００円

※金額は、交付決定時点のものです

１０職員の福祉および利益保護の状況
⑴福利厚生事業について
①福利厚生事業の概要

主な事業内容区　　　分
保健給付、年金、福祉事業等東京都市町村職員共済組合共済制度
公務災害、通勤災害等地方公務員災害補償基金公務災害補償制度
定期健康診断、産業医による健康相談
等職員健康診断、職員健康相談安全衛生管理
職場巡視等安全管理、職場衛生
カフェテリアプラン事業、各種福利厚
生サービスの割引提供（外部委託）、
慶弔金の給付等

小金井市職員互助会互助制度

　地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律により、地方公共団体にお
いては職員の退職管理に関する事項を条例等で定め、適正な管理を行うこととされていま
す。本市においては、職員の退職管理に関する条例および退職管理に関する規則を制定
し、元職員による働きかけの規制等、適正な退職管理の取り組みを行っています。

８職員の退職管理の状況

４職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴職員の勤務時間、休憩時間の概要
　（本庁舎、第二庁舎勤務職員の一般的な例）

８：３０ 休憩時間 １７：１５

１２：００ １３：００

⑷特別職の報酬等の状況（平成２９年４月１日現在）
③退職手当

支給
時期１期の手当額算定方式区　分

任期
ごと

１３,５１０,０００円給料月額×
（在職年数×３.５）市　長

 ９,９００,０００円給料月額×
（在職年数×３.０）副市長

 ５,７３７,５００円給料月額×
（在職年数×２.５）教育長

※退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の減
額前の給料月額および支給率に基づき、１期勤めた場
合における退職手当の見込額です
※市長・副市長・教育長については、給料の減額を実
施しており、（　）内は減額前の支給月額です
※平成２７年１０月１日より、教育長は一般職から特別職
に位置付けられています

①給料・報酬
給料月額等区　分
８６８,５００円
（９６５,０００円）市　長

給　料 ７８３,７５０円
（８２５,０００円）副市長

７２６,７５０円
（７６５,０００円）教育長

５７５,０００円議　長
報　酬 ５２０,０００円副議長

４９０,０００円議　員
②期末手当

議長、副議長、
議員

市長、副市長、
教育長

３.９５月分
（平成２８年度
支給割合）

３.９５月分
（平成２８年度
支給割合）

９職員研修の実施状況（平成２８年度）
受講者数
（延べ人数）研修内容等区　分

３２２新任職員研修、現任研修、主任職研修等職層別研修
独自研修 ９６文書実務研修、経理実務研修実務研修

５３０上級救命講習、メンタルヘルス研修、人権研修等その他

３４７職層別研修、法務研修、情報処理研修、実務研修等東京都市町村
職員研修所派遣研修

１４自治大学校、第３ブロック合同研修その他
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２職員の人事評価の状況
　「職員の能力開発、人材育成」、「客観的かつ公平で信頼性の高い人事管理の実施」、
「組織力の向上」を目的とし、職員の人事評価を行っています。

内　容区　分
毎年４月１日から翌年３月３１日まで評価期間
毎年１月１日評価基準日
第１次評価、第２次評価、第３次評価（部長職者は第２次評価まで。）評価の構成
実績（目標管理）および能力について、５段階による絶対評価を行う。評価の方法

⑵職員の平均給与月額、初任給等の状況
①職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況（平成２９年４月１日現在）
一般行政職

平均給与月額
（国比較ベース）平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

３７４,２３１円４２３,１９２円３０５,３００円３９.７歳小金井市
３９６,００７円４４５,０８１円３１４,８４１円４１.５歳東京都

技能労務職
公務員

区　分
平均給与月額（国比較ベース）平均給与月額平均給料月額平均年齢

３８０,７３１円３９３,８７３円３２４,４００円４９.６歳小金井市
３６３,９０１円３９５,５１１円２９３,０１１円４９.３歳東京都

※平均給料月額＝平成２９年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均額です
※平均給与月額＝給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務
手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において
明らかにされているものです
※平均給与月額（国比較ベース）＝比較のため国家公務員と同じベース（時間外勤務手当
等を除いたもの）で再計算したものです

⑶職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当（平成２８年度）

東京都小金井市
１,８１０千円１,４６７千円１人当たり平均支給額

２.６０月分（１.４５月分）２.６０月分（１.４５月分）期末手当
支給割合

１.８０月分（０.８５月分）１.７０月分（０.８０月分）勤勉手当
職制上の段階、職務の級等による加算措置あり

加算措置の状況 渇職務段階別加算３～２０％
渇管理職加算１５～２５％　　職務段階別加算３～２０％

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です
※管理職に対しては、勤務成績の評定の結果を勤勉手当に反映させています

②職員の初任給の状況（平成２９年４月１日現在） （円）
東京都小金井市区　分
１８２,７００１８２,７００大学卒

一般行政職
１４４,６００１４４,６００高校卒
１４２,０００１４２,０００高校卒技能労務職

※この初任給のほか、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当などが支給されます

③ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
類似団体平均全国市平均小金井市
９８.７９８.５１０２.６平成２５年
９８.７９８.６１０２.７平成２６年
９８.９９８.７１０１.０平成２７年
９８.７９９.１１０１.３平成２８年

※ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較す
るため、国の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行
政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を１００として計算した指数です
※類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純
平均したものです
※平成２５年は、国家公務員の時限的な給与改定・臨時特例法による給与減額措置がないと
した場合の値です

②職員給与費の状況（平成２８年度普通会計決算・速報値）

１人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

給与費
職員数Ａ

合計Ｂ期末・
勤勉手当職員手当給　料

６,１１２千円３,９０５,６４０千円９５９,５５６千円７３７,１１４千円２,２０８,９７０千円６３９人
※職員数は、平成２８年４月１日現在の人数です。また、職員手当には退職手当を含みません
※給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含
まれ、職員数には当該職員を含んでいません

３職員の給与の状況
⑴総括
①人件費の状況（平成２８年度普通会計決算・速報値）

平成２７年度
人件費比率

人件費比率
（Ｂ／Ａ）人件費Ｂ実質収支歳出額Ａ住民基本

台帳人口
１５.３％１５.０％６,０２１,４４６千円１,９９８,６８３千円４０,２１８,９８９千円１１９,３５９人

※住民基本台帳人口は、平成２９年１月１日現在の人数です
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⑶定員管理計画（平成２９年１２月１日現在）の数値目標 （人）
平成３１年度平成３０年度
６６７６７４計画数

※定員の計画数にはフルタイム勤務の再任用職員を含みます。また、育児休業代替任期付
職員、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会に伴う派遣職員を除きます

②部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在） （人）

主な増減理由対前年
増減数

職員数
区　分

平成２９年度平成２８年度
害０１０１０議　　会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

再任用職員退職補充による増３１３９１３６総　　務
組織見直しに伴う非常勤化による減△１４９５０税　　務
育児休業代替任期付職員採用による増１２２９２２８民　　生
事務の民間委託化による減△５５０５５衛　　生

害０１１農林水産
害０６６商　　工

再任用職員退職補充による増３５９５６土　　木
害１５４３５４２小　　計
害０９７９７教　　育
害１６４０６３９小　　計
害０１１１１下 水 道公

営
企
業
等

会
計
部
門

育児休業代替任期付職員任期満了による減△1 ４１４２そ の 他
害△1 ５２５３小　　計

〈参考〉人口１万人当たりの職員
数　５７.８６人０６９２

（７９０）
６９２
（７９０）合　　計

※職員数にはフルタイム勤務の再任用職員を含みます
※（　）内は条例定数の合計です

人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況をを
お知らせしまお知らせしますす

人事行政の運営等の状況人事行政の運営等の状況をを
お知らせしまお知らせしますす

⑴採用者数および退職者数の状況（平成２８年度） （人）
退職者数採用者数

職　種
合計任期

満了
死亡
退職失職懲戒

免職
分限
免職

普通
退職

定年
退職合計任期付一般職

１４３００００９２２２　１２１事務職
２５６００００１３６２１１５　６技術職
　２０００００　１１　０　０　０技能職
４１９００００２３９４３１６２７合　計

※分限免職＝公務能率を維持する目的で職をやめさせたものです
※懲戒免職＝職員の非違行為に対して懲戒処分として職をやめさせたものです
※失職＝地方公務員法第１６条（欠格条項）に該当した場合、職員でなくなることです
※任期満了＝任期付職員がその任期を終えることです

１職員の任免および職員数に関する状況

　地方公務員法の規定により、地方公共団体における人事行政の公正性・透明
性を高めるため、人事行政の運営等の状況を公表することが義務付けられてい
ます。
　市では、人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、市職員の給
与・定員管理等のほか、職員の採用、退職の状況や勤務条件などを公表してい
ます。
　なお、この内容は市ホームページでもご覧いただけます。
 職員課人事研修係（☎０４２−３８７−９８０８）、給与に関することについては職員
課給与厚生係（☎０４２−３８７−９８０９）、定員管理計画については企画政策課企画
政策係（☎０４２−３８７−９８２６）

問

平成29年度 0 19 59 80 111 96 79 69 85 55 32 １ （人）
平成24年度 0 23 92 116 85 82 65 91 43 38 65 0 （人）
今年度の構成比 0.0 2.8 8.6 11.7 16.2 14.0 12.3 10.1 12.4 8.0 4.7 0.2 （％）
５年前の構成比 0.0 3.3 13.1 16.6 12.1 11.7 9.3 13.0 6.1 5.4 9.3 0.0 （％）
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〜
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〜
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歳

36
〜
39
歳

32
〜
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〜
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〜
27
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20
〜
23
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20
歳
未
満

③年齢別職員構成の状況（平成２９年４月１日現在）

⑵職員数の状況
①職員数の状況（各年４月１日現在） （人）

内訳正職員内訳理事者区分 主事職主任職係長職課長職部長職教育長副市長市長
３４３１４５１３４５５１２６８９１１１３平成２８年度
３４１１４３１３５５６１１６８６１２１４平成２９年度

計派遣職員臨時職員非常勤嘱託職員再任用職員区分
１,１００９９２２７５３２平成２８年度
１,０８９１０８１２８５２３平成２９年度

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成２９年４月１日現在） （円）
経験年数３０年経験年数２５年経験年数２０年経験年数１０年区　分
４３４,０８８３８４,１６７３３３,３００２６６,１１２大学卒

一般行政職
害害害害高校卒
害害害害高校卒技能労務職

※記載のない箇所は、当該職員がいない、もしくは３人以下となります



30・1・15 6市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

情報公開制度・個人情報保護制度を紹介しま情報公開制度・個人情報保護制度を紹介しますす
 

【情報公開制度とは】
　市が保有する情報を、求めに応じて原則として
公開し、公正で透明な市政を推進する制度です。
市が保有する情報は、どなたでも市政情報の公開
請求をすることができます。
【公開の対象となる市政情報】
　職員が職務上作成し、または取得した文書、パ
ソコンなどで作成した電磁的記録、その他これら
に類するもので、市が保有しているもの
【公開できない市政情報】
　次の情報は公開されないことがあります。
渇法令などにより、公開できない情報
渇個人に関する情報
渇法人などの情報で正当な利益を著しく害すると
認められる情報
渇市政運営の執行に著しい支障が生じることが明
らかに認められる情報
渇公共の安全と秩序の維持に著しい支障が生じる
ことが明らかな情報
【公開請求の方法】
　市政情報公開請求書を情報公開コーナー（市役
所第二庁舎６階）まで提出してください。
　郵送や東京電子自治体共同運営サービスでの電
子申請による請求もできます。
【公開の決定】
　請求を受けた日の翌日から原則７日（土曜・日
曜・祝日を除く）以内に公開・一部公開・非公開
の区分で決定し、書面で通知します。
【公開に必要な費用】
渇電子複写機による写しはコピー１枚１０円
渇その他の写しは、写しの作成に要する費用

開かれた市政を実現するため開かれた市政を実現するためにに
〈情報公開制度〈情報公開制度〉〉

 

【個人情報保護制度とは】
　市では、市民の皆さんの個人情報を収集・保
有・利用していますが、個人情報の取り扱いは、
プライバシーの侵害を防ぎ、基本的人権である個
人の尊厳の擁護についてのルールを定める必要が
あります。
　市は、個人情報の適正な収集・保有・利用の義
務を課し、皆さんには、自己に関する情報は自分
でコントロールすることができる権利を保障して
います。
【個人情報を守るために】
　個人情報の収集
　個人情報の収集や利用などは、その業務にとっ
て必要最小限の範囲で行います。
　人種・信条・社会的身分などの要配慮個人情報の
収集や利用などは原則として行いません。
　収集はその目的を示して、原則として本人から
直接収集します。
　保有個人情報の管理
　保有個人情報の目的外利用または外部提供は、
原則として行いません。
　保有個人情報は、正確で最新のものとし、漏え
いなどの事故を防止します。
　コンピュータで処理するときや業務を委託する
ときは必要な措置を講じます。
　個人情報の保有、利用状況を明らかにします。
【自己情報の開示等請求内容】
渇開示の請求
渇誤りがある場合は訂正の請求
渇規定によらないで収集等しているときは削除の
請求

プライバシーを守るためプライバシーを守るためにに
〈個人情報保護制度〈個人情報保護制度〉〉

渇規定によらないで目的外利用、外部提供をし、
またはしようとしているときなどは中止の請求
【開示ができない場合】
　本人に開示することが原則ですが、次の個人情
報は開示されないことがあります。
渇法令により、開示しないことが定められている
もの
渇他の個人情報を漏らすことになるとき
渇市の公正な職務執行に著しい支障が生じること
が明らかなもの
渇情報公開・個人情報保護審議会の意見を聴いて
公益上必要であると認めたとき
【自己情報の開示等請求の手続】
　情報公開コーナー（市役所第二庁舎６階）へ本
人確認できる書類（運転免許証、パスポートな
ど）をお持ちのうえ、お越しください。
【開示等の決定】
　請求を受けた日の翌日から原則７日（土曜・日
曜・祝日を除く）以内、訂正・削除・目的外利用
等の中止請求は、原則２０日（土曜・日曜・祝日を
除く）以内に決定し、書面で通知します。
【開示に必要な費用】
渇電子複写機による写しはコピー１枚１０円
渇その他の写しは、写しの作成に要する費用
!
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　情報公開決定および保有個人情報開示等決
定に不服がある場合は、決定のあったことを
知った日の翌日から３か月以内に不服申し立
て（審査請求）をすることができます。不服
申し立ては、第三者機関の情報公開・個人情
報保護審査会の審査を経て最終の決定となり
ます。
 総務課情報公開係（☎042-387-9926）問
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月
～
３
月
＝

１１

午
後
０
時　

分
～
４
時
（　

月
は

３０

１１

午
後
１
時
～
４
時　

分
。
春
休
み

３０

は
午
後
１
時
～
５
時
）

■
謝
礼
５
千　

円
（
１
回
）

２００

■
資
格
等
要
件
市
内
在
住
の　

歳
１８

以
上
の
方
で
、
４
月
か
ら
１
年
間

継
続
し
て
勤
務
で
き
る
方

■
募
集
人
員
若
干
名

■
選
考
方
法
書
類
審
査
お
よ
び
面

接
。
面
接
は
２
月
８
日
（
木
）
午

後
２
時
か
ら
生
涯
学
習
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
７
階
）
で
行
い
ま
す

■
選
考
結
果
応
募
者
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
※
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
す

■
申
込
書
配
布
１
月　

日
～　

日

１５

２２

に
、
生
涯
学
習
課
で

 

１
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
、

２５

郵
送
ま
た
は
直
接
、
申
込
書
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
（
〒　

儿
８
５
０
４

１８４

住
所
不
要
☎　

儿　

儿
９
８
７

０４２

３８７

９
）
へ

HP

平
成　

年
度

３０

校
庭
開
放
指
導
員
募
集

申

市
営
住
宅

市
営
住
宅
のの

入
居
者
を
募

　

入
居
者
を
募
集集
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凡　例   日時 　  場所 　  内容 　  講師 　  対象 　  定員 　  費用 　  持ち物 　  申し込み 　  問い合わせ 　  その他 　  ホームページ 　  Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

30・1・157

みんなであそぼうほいくえん

内　容施設名
おへやであそぼう「ミニさくらんぼ劇場」※＝ ２/６（火）１０：００から ０
〜２歳児と保護者 １/１５から

時 対
申市立さくら（☎０４２−３８３−１１８２）

ひかりの子どもの作品展「作って遊ぼう・魚の解体ショー・実演調理」＝ 
２/３（土）１０：００から １〜２歳児と保護者

時
対光明第二（☎０４２−３８１−８７０６）

ひなまつり観劇会※＝ ３/２（金）９：３０〜１０：３０  １歳６か月以上の未
就学児と保護者  １０組（申込順。２/１から）

時 対
定

ひなぎく（☎０４２２−５５−４４１７）
ちいさなであい※＝ ３/９（金）１０：００〜１１：００ ０歳児と保護者 １０組
（申込順。２/１から）

時 対 定

作って遊ぼう（まめまき）※＝ ２/２（金）９：３０〜１１：００ １/２６から時 申
しんあい（☎０４２−３８１−２２６３）

リズム遊び※＝ ２/１６（金）９：３０〜１１：００ ２/９から時 申

親子でわらべうた※＝ ２/２（金）、９（金）１０：００〜１１：００ ０〜１歳児
と保護者 ５組（申込順。１/１５から）

時 対
定

貫井（☎０４２−３８１−３５７５） 親子でリズムあそび※＝ ２/１４（水）１０：００〜１１：００ １歳以上の未就学児
と保護者 １０組（申込順。１/１５から）

時 対
定

親子つどいのひろば※＝ ２/７（水）、２８（水）１０：００〜１１：００ ０〜２歳
児と保護者 ５組（申込順。１/１５から）

時 対
定

おやつを食べよう※＝ ２/６（火）１５：００〜１６：００ １〜５歳児と保護者 
各学年２組（申込順。１/１５から）

時 対 定こむぎ（☎０４２−３８１−１５８９）

節分お楽しみ会※＝ ２/２（金）１５：３０〜１６：１５ 未就学児と保護者時 対アスクむさし小金井
（☎０４２−３８６−８５０５） 離乳食試食会※＝ ２/２６（月）１２：３０〜１３：２０ 乳児の保護者時 対

ギロック音楽会※＝ ２/２２（木）１１：１５から １〜３歳児と保護者 ３組
（申込順。１/１５から）

時 対 定また明日（☎０４２−３８６−８２８０）

※は要事前申込■催し

 ＝未就学児対象（保護者同伴）  ＝小学生対象
 ＝中学生対象  ＝高校生世代対象
未 小
中 高

詳細は、公立小・中学校に配布している「毎月
のたより」や市ホームページをご覧ください。

共　通
 １７日（土）午後１時〜３時、雨天中止 都立武蔵野公園くじら山 刻み野菜、食器、飲み
物
時 所 持移動児童館・わんぱく号　

ドッジボール大会とわんぱ
く鍋

 東児童館＝７日（水）。緑児童館＝１３日（火）。貫井南児童館＝２１日（水）。いずれも午
前１０時〜午後１時 １件１００円
時

￥今月のおもちゃ病院

本町児童館（☎042−383−1176）
  毎週月曜日は０〜２歳児交流会、２６日＝ベビーサイン、午前１０時３０分から０歳児、午前
１１時１５分から１〜２歳児。毎週水曜日は１歳児以上交流会、１４日＝リズム遊び講座、２１日＝
誕生日会。毎週木曜日は０歳児交流会、１日＝ベビータッチセラピー、８日＝管理栄養士の
食育講座「離乳食作り」、１５日＝赤ちゃん絵本の紹介。いずれも午前１０時〜午後２時。交流
会は正午まで、講座は午前１１時から。午後はフリースペース

時内

乳幼児のつどい  未

 １７日（土）午前１０時から０歳児、午前１１時から１〜２歳児 リズム遊び時 内パパとあそぼう  未
 ２４日（土）午後１時３０分から時子ども縁日

東児童館（☎042−383−1177）
  毎週月曜〜土曜日午前１０時〜午後４時。１日（木）＝おはなし会、５日（月）＝誕生日
会と会食と食育相談会 ８０円（会食参加費）、８日（木）＝りさいくる、１０日（土）＝おと
うさんもいっしょ、１４日（水）＝離乳食講座 １２人（多数抽選） １２０円 １月２０日〜３０日
に申し込み（電話可）、１５日（木）＝ぱおぱお茶房 ３０円、１９日（月）＝工作、２０日（火）
＝手遊び、２６日（月）＝リズム遊び

時内
￥

定 ￥ 申
￥

常設子育てひろば  未

 ２２日（木）午後３時３０分から 絵本の読み聞かせ、工作等時 内おはなし会    未 小
  ２０日（火）＝思春期相談、２３日（金）＝子育て相談、いずれも午前１０時〜午後１時 い
ずれも随時受付（電話可）
時内 申専門相談事業

  毎週水曜日午後６時〜８時はフリースペース。７日、２１日＝とびだせ！中高生の準備、
１４日＝フォンダンショコラ作り １００円
時内

￥

中高生世代あつまれ！！
「ぷれいすＨＩＧＡＪＩ」 
   中 高

貫井南児童館（☎042−383−9777）
  毎週月曜・金曜日は０〜２歳児交流会、２日＝豆まきごっこ、２６日＝誕生日会と昼食会
（シチュー） １００円。毎週水曜日は０歳児交流会、２１日＝離乳食講習会 １０人（申込順）
 １２０円 １月１６日から申し込み（電話可）。いずれも午前１０時〜午後１時３０分

時内
￥ 定

￥ 申
乳幼児のつどい  未

  毎週金曜日午後４時〜８時はフリースペース。２日＝ギタースクール ４人（申込
順）、９日＝チョコレートブラウニーを作ろう １２人（申込順） １００円 いずれも１月１６日
から申し込み（電話可）

時内 定
定 ￥ 申中・高校生世代のスペース

＠ヌクイ    中 高

 グループ、個人いずれも可 要事前申込（電話可）対 申バンドスタジオ貸出    中 高

緑児童館（☎042−383−6910）
  毎週月曜〜金曜日午前１０時〜午後３時はフリースペース。毎週水曜日は１歳児以上あそ
ぼうよ、２１日＝誕生日会。毎週木曜日は０歳児ひよこ、１日＝離乳食講習会 ０歳児の保護
者 １０人（申込順） １２０円 １月１８日から申し込み（電話可）、１５日＝アイテム交換会、
２２日＝歯の健康相談会。１７日（土）はパパもおいでよ。いずれも午前１０時〜正午

時内
対

定 ￥ 申乳幼児のつどい  未

 ８日（木）、２２日（木）午後３時３０分から お話会時 内おはなしのとびら    未 小
 １５日（木）午後３時３０分から おばけのびっくり箱作り 幼稚園世代 １５人（申込順） 
１月１８日から申し込み（電話可）
時 内 対 定 申あつまれみどりっ子！  未

 ２６日（月）午後３時３０分から マーブリングで遊ぼう ３歳児〜小学校３年生 ２０人（申
込順） １月１８日から申し込み（電話可）
時 内 対 定

申ロビンソンクラブ    未 小

２２月のじどうか月のじどうかんん

%
%

%
%

　地域の皆さんに市内の認可保育施設を開放
し、園児や保育士との交流を通じ、子育てのお
手伝いをします。

　なお、雨天の場合の対応等、詳しくは直接各
保育施設にお問い合わせください。
 各保育施設問

【【休館日＝日曜日休館日＝日曜日、、１２日（祝日（祝））、、２８日（水日（水））】】

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
～
土

０４２

３２１

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な

が
り
ま
す

※
☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

へ

０６４

０００

予
防
接
種
等
保
健
衛
生
事
業
は
健
康
ガ
イ
ド
へ ・

どど
もも

子子

育育
てて

子子

  

２
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
～

１０

３
時 

公
民
館
貫
井
北
分
館 

東

京
学
芸
大
学
学
生
が
開
発
し
た
バ

リ
ア
ブ
レ
イ
ク
ス
ポ
ー
ツ
を
、
大

学
生
と
一
緒
に
体
験 

鈴
木
聡
さ

若
者
に
よ
る
自
主
講
座

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ　

バ
リ
ア

ブ
レ
イ
ク
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
も
う
！

時

所

内

講

ん
（
同
大
学
准
教
授
） 

市
内
在

住
・
在
学
の
小
学
生 
　

人
（
申

２０

込
順
） 

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１７

ま
た
は
直
接
、
公
民
館
貫
井
北
分

館
（
☎　

儿　

儿
３
４
０
１
）
へ

０４２

３８５

  　

就
学
支
援
シ
ー
ト
は
、
小
学
校

入
学
に
際
し
、ご
家
庭
や
幼
稚
園
・

保
育
園
で
の
お
子
さ
ん
の
よ
う
す

対
定

申

楽
し
い
学
校
生
活
の
た
め
に

就
学
支
援
シ
ー
ト
の
ご
活
用
を

や
配
慮
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
就

学
す
る
小
学
校
へ
引
き
継
ぎ
、
学

校
生
活
を
楽
し
ん
で
送
る
た
め
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

な
お
、
必
要
に
応
じ
て
就
学
前

療
育
機
関
等
と
相
談
の
う
え
、
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

 

平
成　

年
４
月
に
市
立
小
学
校

３０

へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
■
配
布
場

所
市
内
幼
稚
園
・
保
育
園
、
教
育

相
談
所
、
学
務
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
）
■
提
出
方
法
シ
ー
ト

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
就
学
先

の
小
学
校
へ 

学
務
課
学
務
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
７
４
）

０４２

３８７

対

問

 
第　

回
定
例
会

１２

 

（
平
成　

年　

月　

日
開
催
）

２９

１１

２１

【
議　

題
】

▽
教
育
に
関
す
る
事
務
に
係
る
予

算
に
対
す
る
意
見
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

▽
総
務
省『「
次
世
代
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
」
の
整
備
に
向
け
た
実
証
』

の
研
究
指
定
に
つ
い
て

　

会
議
録
（
平
成　

年
第　

回
ま

２９

１１

で
）は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市

役
所
第
二
庁
舎
６
階
）
、
図
書
館

本
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す

◎
次
回
教
育
委
員
会
の
日
程

 

２
月　

日
（
火
）
午
後
１
時　

１３

３０

分
か
ら 

市
役
所
第
二
庁
舎
８
階

　

会
議
室 

傍
聴
を
希
望
す
る
方

８０１は
、
会
議
室
で
傍
聴
券
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
請
願
は
、
い
つ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す 

庶
務

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
２
）

３８７
時

所
他

問

 　

市
立
小
学
校
の
校
庭
利
用
を
希

望
す
る
団
体
の
平
成　

年
度
分
の

３０

登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

 

市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学

生　

人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
常
時

１０
８
人
以
上
で
使
用
し
、
年
間
を
通

じ
て
定
期
的
に
活
動
す
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
■
登
録
用
紙
の
配
布
・
受

付
１
月　

日
（
月
）～　

日
（
金
）

１５

２６

に
、
直
接
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
７
階
☎

　

儿　

儿
９
８
７
９
）
へ

０４２

３８７
平
成　

年
度
市
立
小
学
校

３０

校
庭
利
用
団
体
の
登
録
受
付

対



30・1・15 8市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く）

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

　

義
務
教
育
就
学
前
の
乳
幼
児
の

保
護
者
の
方
を
対
象
に
乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
を
、
ま
た
、
義
務

教
育
就
学
児
の
保
護
者
の
方
を
対

象
に
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助

成
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
所
得
制
限

等
の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま

だ
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
保
護

者
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

 

２
月　

日
（
土
）
午
前　

時
～

１０

１０

　

時 

保
健
セ
ン
タ
ー 

依
頼
会

１１員
＝
市
内
在
住
で
、
原
則
生
後　
５７

日
～
小
学
生
の
子
ど
も
と
同
居
し

て
い
る
方
▽
協
力
会
員
＝
援
助
活

動
に
関
心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方

２０

（
協
力
会
員
講
習
会
へ
の
参
加
が

必
要
で
す
） 

保
育
あ
り
（
要
事

前
申
込
） 

１
月　

日
か
ら
、
電

２７

話
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０

０４２

３２０

１
＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
へ

 　

リ
ズ
ム
遊
び
、
離
乳
食
の
話
、

問フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

時

所

対

他
申

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

エ
ン
ジ
ェ
ル
教
室

同
じ
地
域
の
方
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
育
児
を
学
び
ま
す
。

 

２
月
８
日
（
木
）、　

日
（
木
）

２２

午
前　

時
～　

時　

分 

保
健
セ

１０

１１

３０

ン
タ
ー 

４
～
５
か
月
児
と
保
護

者 

２
月
７
日
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
３
１
４
１

０４２

３２１

＝
月
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

へ
  

１
月　

日
（
日
）
午
前　

時
～

２８

１１

　

時　

分 

公
民
館
東
分
館 

３

１１

３０

歳
以
上
の
未
就
学
児
と
保
護
者

（
幼
児
の
み
も
可
） 
　

組
（
当

２０

日
先
着
順
） 

図
書
館
東
分
室

（
☎　

儿　

儿
４
５
５
０
）

０４２

３８３

   　

図
書
館
本
館
で
は
、
視
覚
等
、

図
書
館
利
用
に
不
自
由
が
あ
る
方

へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
お
よ
び
利

用
に
は
、
事
前
の
ご
連
絡
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
図
書
館
本
館

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

点
字
本
・
デ
イ
ジ
ー
図
書
の
貸

し
出
し
、
対
面
朗
読
、
配
本
サ
ー

ビ
ス
（
市
内
在
住
で
来
館
困
難
な

時

所

対

申幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し
会

時

所

対

定

問ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
ププ

サ
ー
ビ
ス

　
　

サ
ー
ビ
ス
のの

ご
案

　
　
　
　
　

ご
案
内内

内

方
の
み
） 

図
書
館
本
館
（
☎　
０４２

儿　

儿
１
１
３
８
）

３８３

 　

自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
身
体
機
能
・
生
活
能
力
の
維

持
向
上
等
に
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望

す
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

毎
週
月
曜
・
木
曜
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

同
セ
ン

タ
ー 

難
病
の
方
も
し
く
は
、
原

則
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得
し

て
い
る　

歳
未
満
の
方
で
、
次
の

６５

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
▽
身
体

に
障
害
が
あ
り
、
機
能
回
復
訓
練

を
希
望
す
る
方
▽
病
気
に
よ
り
会

話
が
不
自
由
に
な
り
言
語
訓
練
を

希
望
す
る
方 

障
害
者
総
合
支
援

法
に
基
づ
く
算
定
額 

機
能
訓
練

は
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
・
言
語
聴
覚
士
が
行
い
ま
す 

同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８
４

０４２

３８１

１
１
＝
日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

 　

誰
で
も
簡
単
に
作
れ
る
介
護
食

の
実
演
を
管
理
栄
養
士
が
行
い
ま

す
。
作
っ
た
食
事
を
試
食
し
な
が

ら
介
護
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
思
い

も
口
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
介
護

が
必
要
な
方
が
い
て
、
会
へ
の
参

加
が
難
し
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

 

２
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
～

１０

３
時 

小
金
井
ひ
が
し
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー 

長
澤
茉
莉
さ
ん

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
管
理
栄

養
士
） 
　

人
（
申
込
順
・
介
護

１５

者
を
優
先
） 

１
月　

日
か
ら
、

１５

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　
０４２

３８６

問

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

リ
ハ
ビ
リ
に
ご
利
用
を

時

所

対

￥

他

問

ま
な
ぶ
・
語
る
・
つ
な
が
る

家
族
の
会

時

所

講

定

申

儿
６
５
１
４
）
へ

 　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
介
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
入
門
講
座
を
行
い

ま
す
。

 

１
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
～

２９

４
時 

商
工
会
館 

對
馬
博
子
さ

ん
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

 

市
内
在
住
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い　

歳
以
上
の
方 
　

６５

４０

人 

１
月　

日
ま
で
に
、
電
話
で

２５

市
商
工
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
事
業
担
当
（
☎　

儿　

儿
８
７

０４２

３８１

６
５
）
へ

  
社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
平
成　

年　

月
分

２９

１１

【
一
般
寄
附
】

▽
３
万
円
＝
小
金
井
市
農
産
物
生

産
組
合
青
年
部
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

▽
１
万
５
千　

円
＝
ち
ょ
こ
っ
と

６０７

募
金
箱
５
件
▽
１
万
３
千
円
＝
貫

井
神
社
有
志
▽　

円
＝
梶
野
高
砂

９０５

会【
特
定
寄
附
】

◆
バ
ス
購
入
の
た
め
に

▽
６
千　

円
＝
貫
井
坂
下
自
治
会

２１７

連
合
会
▽
４
千　

円
＝
緑
町
第
三

７８４

町
会
▽
千　

円
＝
小
金
井
ピ
ア
カ

９４５

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
会

 

シ
ニ
ア
の
た
め
の

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

時

所

講

対

定

申

善善
意意
のの

輪輪

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　市内で３か所目となる特別養護老人
ホームが、５月に開設します。開設に
当たり、入所者を募集します。
　市民の皆さんに身近で頼れる介護サ
ービス等を提供していきます。
【施設概要】
■施設名ぬく井の杜
■所在地貫井北町３−４−８（地図）
■建物構造鉄筋コンクリート５階建て
■事業内容（利用者数）特別養護老人
ホーム（１５２人）、ショートステイ
（１６人）、デイサービス（２０人）、居
宅介護支援事業等
■運営主体社会福祉法人七日会

【入所要件等】
　市介護老人福祉施設入所指針に基づ
き入所審査を行います。
 原則、要介護度３～５の方、特例要
件に該当する要介護度１・２の方
 入所申込書（介護福祉課、各地域包
括支援センター、市ホームページで配
布）に必要事項を明記し、郵送でせた
がや給田乃杜内「ぬく井の杜開設準備
室」（〒１５７−００６４世田谷区給田５−３
−５）へ
 せたがや給田乃杜（☎０３−５３８４−
７２７７）、介護福祉課介護保険係（市役
所第二庁舎２階☎０４２−３８７−９８２２）

対

申

問

特別養護老人ホーム
「ぬく井の 杜 」入所者募集

もり

新宿→新宿→

ガソリン
スタンド
ガソリン
スタンド

ディスカウント
ストア
ディスカウント
ストア

ドラッグストアドラッグストア
学芸大
グランド入口
学芸大
グランド入口

貫井北町二丁目貫井北町二丁目
本町団地入口本町団地入口

JR中央線JR中央線←国分寺←国分寺

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

特別養護老人ホーム
ぬく井の杜
〒

武蔵小金井駅
北口

小金井
郵便局
小金井
郵便局

乳幼児・義務教
育就学児医療費
助成制度 ・ 
医療証はお持ち
ですか

○乳 ○子

　市では、視覚に障がいのある方を対象に、ＣＤとデイジーＣ
Ｄに市報こがねいの内容を収録した「声の広報」と市議会だよ
りの内容を収録した「声の議会だより」をお届けしています。
　ご家族やお知り合いに視覚に障がいのある方がいましたら、
ご利用をお勧めください。ご希望の方は、電話等でお申し込み
ください。
 原則として身体障害者手帳１～６級の視覚障がいのある方※
視覚に障がいのある方以外で利用を希望の方は、お問い合わせ
ください
【デイジーＣＤとは】
　専用の再生機を使用することで、聞きたい箇所を素早く探す
ことができるなど非常に便利です。また、パソコンで再生をす
ることもできます。
【デイジーＣＤ専用再生機の貸出・購入費助成】
　２か月間貸し出し、期間延長も可能です。詳しくは図書館本
館（☎０４２−３８３−１１３８）へお問い合わせください。
　また、重度視覚障がいのある方が購入を希望する場合は、日
常生活用具費助成制度を利用できる場合があります。必ず購入
前に自立生活支援課（☎０４２−３８７−９８４１）へご相談ください。
 声の広報＝広報秘書課広報係（市役所本庁舎２階☎０４２−３８７
−９８０３）、声の議会だより＝議会事務局（同４階☎０４２−３８７−
９９４７）へ

対

申

視覚に障がいのある方にＣＤと
デイジーＣＤをお届けしています

声の広報
声の議会だより

完成イメージ図



市役所代表 ☎ 0 4 2 − 3 8 3 − 1 1 1 130・1・159

凡　例   日時 　  場所 　  内容 　  講師 　  対象 　  定員 　  費用 　  持ち物 　  申し込み 　  問い合わせ 　  その他 　  ホームページ 　  Ｅメール時 所 内 講 対 定 ￥ 持 申 問 他 HP 糸

２
月
の
相
談
日

ところ・問合先と　き相談名

広報秘書課広聴係（市役所第二
庁舎１階☎０４２－３８７－９８１８）

月曜～金曜日
（市役所執務時間内）市 民 相 談

渇ところ＝市民相談室

渇予約が必要です

渇法律相談、交通事故相談は、
１月１６日から、直接または電
話で受け付け
　法律相談は各日とも６人

渇外国人相談は、相談日の１週
間前までに、直接または電話
で受け付け

渇その他の相談は、相談日の当
日午前９時～正午に、直接ま
たは電話で受け付け

渇広報秘書課広聴係（☎０４２－
３８７－９８１８）へ予約してくだ
さい

 随  時 
ずい じ

（Irregular）
 外  国  人  相  談 
がい こく じん そう だん

（English）

午前９時
～正午

２月１・６・８・１３・１５・
２０・２２・２７日法 律 相 談

い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

２月１４・２８日税 務 相 談

２月１９日人 権 ・
身 の 上 相 談

２月７日建築・登記・
表示登記相談

２月１５日行 政 相 談

２月２１日相続等暮らしの
書類作成相談

２月１３日交通事故相談

渇ところ＝市民相談室
渇企画政策課男女共同参画室
（☎０４２－３８７－９８５３）へ予約し
てください

２月２・８・９・１６・２３日
午後１時３０分～４時３０分
※保育あり（１歳以上の未就学児。要
事前申込）

女性総合相談
（夫婦・家族・
人 間 関 係 ）

子育て支援課（市役所第二庁舎
３階☎０４２－３８７－９８３６）

月曜～金曜日
（市役所執務時間内）

母子（ひとり
親）・女性相談

教育相談所（本町６－５－３シ
ャトー小金井別館３階☎０４２－
３８４－２５０８）

月曜～土曜日
午前９時～午後４時３０分教 育 相 談

経済課（市役所第二庁舎４階☎
０４２－３８４－４９９９）

月曜～金曜日
午前９時３０分～午後４時
（正午～午後１時を除く）

消費生活相談

労働相談情報センター国分寺事
務所（国分寺市南町３－２２－１０
☎０４２－３２１－６１１０）

月曜～金曜日
午前９時～午後５時労 働 相 談

ところ・問合先と　き相談名

渇小金井きた地域包括支援センター
（桜町１－９－５☎０４２－３８８－２４４０）

渇小金井みなみ地域包括支援センター
（前原町５－３－２４☎０４２－３８８－８４００）

渇小金井ひがし地域包括支援センター
（中町２－１５－２５☎０４２－３８６－６５１４）

渇小金井にし地域包括支援センター
（貫井北町２－５－５☎０４２－３８６－７３７３）

月曜～土曜日
午前９時～午後５時３０分

高 齢 者 介 護
相 談

火曜日＝小金井ひがし地域包括支
援センター
第２木曜日＝小金井みなみ地域包
括支援センター
第４木曜日＝小金井きた地域包括
支援センター
いずれも午後１時３０分～４時３０分
※電話で各地域包括支援センター
へ予約してください

高 齢 者 向 け
住宅改修相談

まちづくり推進課住宅係
（市役所第二庁舎５階☎０４２－３８７－９８６１）
へ１週間前までに予約してください

第２木曜日
午後１時３０分～４時３０分

木 造 住 宅
耐 震 相 談

シルバー人材センター
（貫井北町１－８－２１☎０４２－３８３－６１４１）

第１・第２木曜日（祝日を除く）
午前１０時～正午
（午前１０時までに来所の方）

シルバー人材
セ ン タ ー
入 会 相 談

福祉オンブズマン事務局
（市役所第二庁舎８階８０２会議室☎ ＝０４２
－３８３－１２２５）へ予約してください

FAX水曜日
午後１時～５時

福祉サービス
苦 情 ・ 相 談

渇ところ＝東小金井事業創造センター
（梶野町１－２－３６）
渇同センターホームページ
（http://ko-to.info/）申込フォームまた
は電話（☎０４２２－３１－２０４０）で予約してく
ださい

月曜～金曜日
午前１０時～午後６時創 業 相 談

自立相談サポートセンター
（本町５－３６－１７☎０４２－３８６－０２９５）

月曜～金曜日
午前８時３０分～午後５時

生 活 困 窮 者 
自 立 相 談

渇ボランティア・市民活動センター
（本町５－３６－１７☎０４２－３８７－００１１）
渇予約制（１日２組まで）

第４火曜日
午前１０時３０分～午後１時

ひ き こ も り
相 談

内　容ところと　き

渇身体測定、育児および保健・栄養相
談
渇母乳相談（公民館東分館、婦人会館
のみ）
渇身体測定のみも可。気軽に直接会場
へお越しください

公民館貫
井南分館

２月７日（水）
１３：３０～１５：３０

乳幼児健康相談
（のびのび広場

相談）

公民館東
分館

２月２１日（水）
１３：３０～１５：３０

婦人会館２月２３日（金）
１３：３０～１５：３０

渇広場相談（予約不要）＝身体測定、育
児および保健相談・母乳相談・栄養相
談
渇完全予約保健相談＝育児および保健
相談（要予約）、身体測定（予約不要）

保健セン
ター

渇広場相談＝２月８
日（木）、２２日（木）
渇完全予約保健相談
＝２月１日（木）、
１５日（木）
いずれも９：３０～
１１：００

渇血圧測定、体脂
肪測定、健康相談
など
渇医師との相談は
１３：３０～１４：４５
（要予約※ただし
当日空きがあれば
予約なしでも相談
可）
渇聴覚検査（要予
約。保健センター
のみ）

〔担当医〕
内山（内科【健診
結果説明】）
浅沼（整形外科）

婦人会館２ 月 ９ 日（金）　
１３：３０～１５：００

成人健康相談
（医師・保健師）

〔担当医〕
金光（内科【健診
結果説明】）
石川（消化器外科）

保健セン
ター

２月１６日（金）
１３：３０～１５：００

渇食生活で気になることや食事療法、
離乳食など渇要予約渇別の日程をご希
望の方は、ご相談ください

保健セン
ター

２月１６日（金）
１３：３０～１５：３０

栄養相談
（管理栄養士）

※保健師・管理栄養士・歯科衛生士による電話相談は随時受け付けます

害害 ２２月の各種事業案内月の各種事業案内 害害  健康課問

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
、
市
お
よ
び
市
内
の

関
係
機
関
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
、
医
療
、
介
護
、
予
防
、

認
知
症
、
生
活
支
援
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
考
え
ま
す
。

  

１
月　

日
か
ら
、
電
話
ま
た
は

１５

直
接
、
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
４
５
）
へ

３８７
 　

介
護
負
担
に
繋
が
る
認
知
症
の

周
辺
症
状
、
症
状
別
に
事
例
を
通

じ
て
、
そ
の
原
因
や
対
処
方
法
を

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

 

２
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時　

分 

本
町
高
齢
者
在

３０

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 
　

人
１５

（
申
込
順
） 

１
月　

日
か
ら
、

１５

同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
８
０

０４２

３８８

１
１
）
へ

定　員
（申込順）内　容ところと　き

５５０人

医師などの専門職
による在宅医療等
地域包括ケアに関
する講演・シンポ
ジウム　ほか

小金井　宮地楽器
ホール大ホール

２／１４（水）
１３：３０～
１６：３０

１５０人
認知症・介護予防・
生活支援に関する
ワークショップ

同ホール小ホー
ル、マルチパーパ
ススペース

　／１５（木）
１０：００～
１６：３０

申認
知
症
高
齢
者
を
支
え
る

介
護
者
の
集
い
儿
認
知
症
を

考
え
る

時

所

定

申

 　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

が
気
に
な
る
方
、
食
事
の
ポ
イ
ン

ト
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

 

２
月　

日
（
火
）
午
前　

時
～

２７

１０

正
午 

保
健
セ
ン
タ
ー 

栄
養
講

義
と
調
理
実
習 

市
内
在
住
の
方

 
　

人
（
申
込
順
） 

希
望
者
に

２０
は
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
を
行
い
ま

す 

１
月　

日
か
ら
、
電
話
で
健

１５

康
課
へ

 　

対
象
の
方
に
は
、
案
内
状
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
届
か
な
い
方

栄
養
講
習
会

脂
肪
を
た
め
な
い
食
生
活

時

所

内

対

定

他

申２
月
の
乳
幼
児
・
産
婦
健
康
診
査

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

健
康
課

  

２
月　

日（
月
）、　

日
（
月
）、

１９

２６

問両
親
学
級
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ス

（
平
日
３
日
間
コ
ー
ス
）

時

３
月
２
日
（
金
）
午
前　

時
～
午

１０

後
０
時　

分 

保
健
セ
ン
タ
ー 

４５

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の
話
、
妊
婦

体
操
、 
沐 
浴
実
習
等 

お
お
む
ね

も
く

　

～　

週
の
妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー

１６

２７

の
方
（
妊
娠
週
数
は
目
安
で
す
）

 
　

組
（
申
込
順
・
初
産
婦
の
方

２０
優
先
） 

１
月　

日
か
ら
、
電
話

１５

で
健
康
課
へ

  

２
月　

日（
火
）
、　

日
（
月
）

１３

２６

午
前
９
時　

分
～　

時　

分 

保

３０

１０

４５

健
セ
ン
タ
ー 

１
歳
未
満
の
乳
児

（
標
準
的
な
接

種
年
齢
は
、
生

後
５
か
月
～
８

か
月
未
満
） 

前
日
の
夜
か
ら

接
種
す
る
腕

（
左
腕
）
へ
の
塗
り
薬
は
控
え
て

く
だ
さ
い 

健
康
課

所

内

対

定

申

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

時

所

対他
問

噛噛噛健康課噛噛噛
（保健センター）
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対　象と　き健康診査名

平成２９年１０月生まれ
の乳児と母親

２／１（木）３～４か月児・
産婦健康診査 　／１５（木）

平成２８年７月生まれ
の幼児

２／６（火）１歳６か月児
健康診査 　／２０（火）

平成２７年１月生まれ
の幼児

２／１４（水）３歳児
健康診査 　／２８（水）



30・1・15市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 10

掲載内容の詳細は、主催者にお問い合わせください。

広告掲載等のお問い合わせは、㈱ホープ（広告代理店）☎０９２−７１６−１４０１へ

広
告
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●「遺言と相続」無料セミナー−自
筆証書遺言の書き方教室　 １月２３
日（火）午前９時２０分〜１１時４０分 
小金井　宮地楽器ホール練習室２・
３ ２０人（申込順） １月１５日〜１９
日に、電話で遺言と相続をサポート
する行政書士の会・千葉（☎０４２−
３０１−００６４）へ
●第１回小金井まちなかアニメ原画
展　 １月２６日（金）〜２月１日（木）
午前１０時〜午後９時（２６日は１時か
ら、１日は７時まで） nonowa武
蔵小金井ＷＥＳＴイベントスペース
 アニメ「フレームアームズ・ガー
ル」の原画、アニメキャラの等身大
パネルなどを展示 無料 市観光ま
ちおこし協会（☎０４２−３１６−３９８０）
●とんぼたんぼで稲づくり　 １月
２８日（日）午前１０時〜正午（雨天中
止） 都立武蔵野公園バーベキュー
広場 市内にある田んぼで稲づくり
をしています。良い種を選ぶ塩水選
という作業を行います 当日直接会
場へ 野川自然の会・田路（☎０９０
−１１０６−１９４８）
●特別支援ケースカンファレンス−
この子の困りごとはなんだろう？感
覚過敏・過敏症を考える　 １月２８
日（日）午後１時〜４時 市民会館・
萌え木ホールＡ会議室 講演とワー
クショップ、カフェ ６０人（当日先
着順） 無料 小金井発達支援ネッ
トワーク・小幡（☎０９０−１７３３−９５５１）
●おとなが楽しむおはなし会　 ２
月３日（土）午前１０時３０分〜正午 
図書館本館地階集会室 世界の果て
の井戸ほか 牛久保ゆう子さん（わ
たげの会会員） ３０人（当日先着順）
 無料 市子ども文庫サークル連絡
会・小磯（☎０４２−３８６−５４０５）
●むさしのＦＰフェスタ２０１８−
幸せな老後を約束する「終の居場所
の見つけ方」　  ２月４日（日）午
後１時３０分〜４時３０分 武蔵野プレ
イス４階フォーラム（武蔵野市境南
町２丁目） ５０人（申込順） １,０００
円（資料代） １月１５日から、電話
でＮＰＯ法人ＦＰ武蔵野グループ・

催催 しし ・・ 講講 座座催 し ・ 講催 し ・ 講 座座

時
所

定 申
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問

時
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￥ 問

時
所

内
講
定

￥ 問

時
所

定 ￥
申

今村（☎０４２２−５１−２６２８）へ
●講座−川崎平右衛門と名勝小金井
桜　 ２月３日（土）、１７日（土）午
後２時〜４時 公民館緑分館学習室
 大石学さん（東京学芸大学教授）
 ７０人 １,０００円 １月２０日までに、
ファクスまたはＥメールでＮＰＯ小
金井桜を復活する会・小沼（☎０９０−
６５０７−４３１０ ０４２−３５２−３１５５ info 
@kankyo-saisei.net）へ
●地域で楽しく子育て講座　  ２
月８日＝大人も子どもも楽しい時間
を作りませんか、１５日＝豊かな関係
を作るには、木曜日午前１０時から 
前原暫定集会施設 ３０人（申込順）
 保育あり（要事前申込） １月２０日
から、ファクスまたはＥメールで小
金井こらぼ（☎ ＝０４２−３８４−２５６９
 koganei.kodomo@gmail.com）へ
●小金井社会福祉士会定例会−市民
活動の現状と課題　 ２月８日
（木）午後６時３０分〜８時３０分 公
民館貫井北分館 近江屋哉子さん
（小金井ボランティア・市民活動セ
ンター主事） 当日直接会場へ 同
会・高橋（☎０８０−３６９９−５３３３）
●講演＆映画−涙の数だけ笑おうよ
林家かん平奮闘記　 ２月２４日（土）
午後２時〜４時 府中グリーンプラ
ザけやきホール（京王線府中駅北口
徒歩１分） 林家かん平さん（落語
家） ４５０人 手話通訳・保育・車いす
席あり 電話またはＨＰで東京多摩
いのちの電話（☎０４２−３２８−４４４１ h 
ttps://www.tamainochi.com/）へ
●ありがとう絵手紙・図工教室　 
３月１７日（土）午後１時３０分〜４時
３０分 公民館貫井北分館創作室 ３
〜１０歳の子どもと保護者 ２０組（申
込順） 無料 １月２０日から、電話
またはファクスでありがとうプロジ
ェクト会小金井支部・古澤（☎ ＝
０４２−３１５−８６６９）へ
 

●平成２９年度シニアラジオ体操　
 １月２５日（木）午前１０時〜１１時３０
分（９時４０分受付開始） 小金井　
宮地楽器ホール小ホール 多胡肇さ
ん（ラジオ体操指導者） 市内在

時
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定 ￥ 申
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時内

所
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他 申
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時
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講
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￥ 申

FAX

スス ポポ ーー ツツス ポ ース ポ ー ツツ

時
所
講
対

住・在勤の６０歳以上の方 ６０人 無
料 電話またはファクスで市ラジオ
体操会連盟・須田（☎ ＝０４２−４７８
−１３７５）へ
●第３５回地域別対抗卓球大会　 
２月１０日（土）午前９時〜午後６時
 総合体育館 市内地域別にリーグ
戦後トーナメントで順位を決定 市
内在住の方 １チーム（８人以上）
４,０００円 １月３１日までに、ファクス
またはＥメールで市卓球連盟・佐久
間（☎ ＝０４２−３８２−８３５５ seipen 
ta.t@gmail.com）へ
●Ｊｒ.スケート教室　 ２月１２日
（休）午前７時４５分第一小学校集合
 BIGBOX東大和スケートセンター

定 ￥
申

FAX

時

所 内
対

￥
申

FAX 糸

時

所

（東大和市） １３５人（申込順） 大
人２,４００円、中学生以下１,８００円 小
学校３年生以下は保護者同伴 １月
２６日〜２月６日に、直接、市スケー
ト連盟・大久保（本町１−７−６菊
屋文具店内☎０４２−３８１−１３７９）へ
●講演会−運動する子供たちのケガ
の予防から食事まで　 ２月１７日
（土）午後２時から 前原暫定集会
施設 羽生綾子さん（元・五輪卓球
トレーナー） ４０人（申込順） １月
１５日〜３１日に、往復はがきに住所・
氏名・電話番号を明記し、市体育協
会（〒１８４−０００１関野町１−１３−１
総合体育館内☎０４２−３８４−４００１）へ

定 ￥
他

申

時
所

講
定 申

後援事業 掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当課に記載
方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に市および教
育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わせください。（掲載内容
についての責任は主催者側に負っていただきます）情情報報アア・・ララ・・カカルルトト情報ア・ラ・カル情報ア・ラ・カルトト

 

◆小金井古文書の会　原則第１・３
土曜日午後２時から文化財センター
で。市内の近世文書を中心に読みま
す。講師は太田和子さん。初心者歓

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

迎。連 絡 は 大 堀（☎０４２−３８３−
０５６０）
◆小金井マンドリンクラブ　原則第
１〜３火曜日午後１時〜５時、前原
町西之台会館で。マンドリン・ギタ
ー合奏の経験がある方歓迎。連絡は
橋本（☎０４２−３０１−１４３０）

 

■２０１８冬耐震キャンペーン　耐
震フォーラム・首都直下地震への備
え　 １月１６日（火）午後１時〜４
時３０分 都庁都議会議事堂 耐震改
修工法の展示会や、相談会等も開
催。詳細はホームページ参照 東京
都都市整備局市街地建築部（☎０３−
５３８８−３３３９ http://www.taishin. 
metro.tokyo.jp/）へ
■バーチュリーバ・ソサエティ第３
回ファミリーコンサート　 １月２８
日（日）午後２時開演（１時３０分開
場） 亜細亜大学３号館講堂（武蔵
野市境５−２４−１０） だったん人の
踊り、ディズニー、ジブリなどのア
ニメソングほか。お子様連れ歓迎 
無料 同大学地域交流課（☎０４２２−
３６−２４６９）へ
■浅川清流環境組合議会　 ２月１
日（木）午後２時から 東京自治会
館（府中市新町２−７７−１） 浅川
清流環境組合（構成市＝日野市、国
分寺市、小金井市）の組合議会 同
組合（☎０４２−５８９−０５５５）

時
所 内

申

HP

時

所
内

￥
問

時
所

内

問

■湖南衛生組合競争入札参加資格登
録申請の受け付け　平成３０〜３２年度
に物品の買い入れ等で、契約を希望
される方の入札参加資格登録申請の
受け付けを行います 受付＝２月１
日（木）〜２８日（水）午前９時〜午
後 ４ 時 同 組 合（☎０４２−５６１−
１５５１）へ
■東京農工大学科学博物館友の会サ
ークル作品展　 ２月３日（土）〜
１０日（土）※５日は除く 同博物館
 生涯学習の一環として、絹、藍染、
織物、型絵染、手紡ぎ、組ひも、レ
ース、わら工芸、ひも結び、つるか
ごのサークル会員が伝統的技法を用
いて制作した作品を展示 無料 同
博物館（☎０４２−３８８−７１６３）
■下水道モニター募集　任期＝４月
１日から１年間 アンケートの回
答、施設見学会への参加等 都内在
住の平成３０年４月１日現在２０歳以上
でホームページ等の閲覧が可能な方
 １,０００人（多数選考） 謝礼あり 
応募方法等詳細は、東京都下水道局
（☎０３−５３２０−６６９３ http://www. 
gesui.metro.tokyo.jp/）へ

時

申

時
所

内

￥ 問

内
対

定 他 申

HP
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eevveenntt

催
し

国際交流イベント

 ２月１７日〜３月１０日の毎週土曜日
午前１０時〜正午（全４回）
 公民館緑分館
 国の紹介や、モルドバ料理の実習
など
 モルドバ大使館職員ほか
 市内在住・在勤・在学の２０歳以上
の方
 ３０人（申込順）
 １,０００円
 １月２５日から、電話または直接、
公民館緑分館（☎０４２−３８７−７３０１）へ

時

所
内

講
対

定
￥
申

学
び
・
く
ら
し

【
高
齢
者
見
守
り
協
力
者
育

　

成
講
座
儿
老
後
の
不
安
を

　

安
心
に
！
】

 

１
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜

２９

４
時 

前
原
暫
定
集
会
施
設 

相

続
税
・
贈
与
税
の
ポ
イ
ン
ト
、
成

年
後
見
制
度
な
ど 

曽
根
隆
寛
さ

ん
（
税
理
士
法
人
代
表
）
、
久
保

晶
子
さ
ん
（
行
政
書
士
） 
　

人
５０

（
申
込
順
）

【
知
ら
な
か
っ
た
悪
質
商
法
の

　

裏
知
識
】

 

２
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

４
時 

市
民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー

ル 

悪
質
商
法
被
害
の
未
然
防

止
、
最
新
情
報
な
ど 

吉
田
安
之

さ
ん
（
行
政
書
士
） 
　

人
（
申

４０

込
順
）
■
主
催
市
消
費
者
団
体
連

絡
協
議
会

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

時

所

内

講

定

時

所
内

講定

対

 

１
月　

日
か
ら
、
電
話
で
経
済

１５

課
消
費
生
活
係
（
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
３
１
）
へ

  

１
月　

日
（
土
）
午
後
１
時　

２０

３０

分
〜
４
時　

分 

市
民
会
館
・
萌

３０

え
木
ホ
ー
ル 

黒
澤
泰
さ
ん
（
獣

医
師
）
ほ
か 
　

人
（
当
日
先
着

９６

順
） 

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
相
談

会
を
行
い
ま
す 

環
境
政
策
課
環

境
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 
【
地
震
と
風
水
害
の
「
も
し
も
」

　

に
備
え
る
防
災
講
座
】

 

２
月　

日
〜
３
月
９
日
の
毎
週

１６

金
曜
日
原
則
午
前　

時
〜
正
午

１０

（
全
４
回
） 

公
民
館
東
分
館
、

野
外
研
修
＝
本
所
防
災
館
（
墨
田

区
）
、
が
す
て
な
ー
に
・
ガ
ス
の

科
学
館
（
江
東
区
） 

山
村
紳
一

郎
さ
ん
（
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ

ー
）
ほ
か 
　

人
（
申
込
順
） 

１８

１
月　

日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

１７

接
、
公
民
館
東
分
館
（
☎　

儿　
０４２

３８４

儿
４
４
２
２
）
へ

【
緑
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
儿
こ
が

　

ね
い
の
暮
ら
し
の
工
夫
】

 

２
月　

日
（
木
）
午
前　

時
〜

２２

１０

正
午 

環
境
楽
習
館 

身
近
な
エ

申第
３
回
飼
い
主
の
い
な
い

猫
対
策
セ
ミ
ナ
ー

時

所
講定

他

問

成
人
学
校

時

所

講

定

申

時

所

内

コ
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

神

村
佑
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
が
ね

い
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理

事
） 
　

人
（
申
込
順
） 

１
月

１６

　

日
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

１７公
民
館
貫
井
北
分
館　
（
☎　

儿
０４２

　

儿
３
４
０
１
）
へ

３８５

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 
【
地
域
を
む
す
ぶ
公
民
館
活
動
】

 

１
月　

日
（
火
）
、
２
月　

日

３０

１３

（
火
）
午
後
２
時
〜
４
時 

公
民

館
貫
井
北
分
館 

公
民
館
活
動
に

関
す
る
基
調
講
演
、
国
分
寺
市
本

多
公
民
館
の
地
域
会
議
、
小
平
市

事
業
企
画
委
員
会
に
つ
い
て
の
紹

介
な
ど 

田
中
雅
文
さ
ん
（
日
本

女
子
大
学
教
授
）
ほ
か 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

各
日　
５０

人
（
当
日
先
着
順
）

【
男
女
共
同
参
画
部
門

　

儿
こ
ど
も
と
カ
ラ
ダ
】

 

①
２
月
１
日
（
木
）
②　

日
１３

（
火
）
③　

日
（
木
）
④
３
月
１

２２

日
（
木
）
⑤
８
日
（
木
）
い
ず
れ

も
午
前　

時
〜
正
午 

①
③
⑤
公

１０

民
館
本
館
②
④
公
民
館
東
分
館 

薬
膳
・
米
粉
・
歯
・
発
酵
・
漢
方

の
分
野
で
活
躍
す
る
講
師
を
招
い

て
、
病
院
に
行
く
前
に
知
り
た
い

子
育
て
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ 

各
回　

人
（
多
数
抽
選
） 

②　

３０

６００

円
④　

円
（
い
ず
れ
も
材
料
費
）

５００

 

保
育
あ
り
（
２
歳
以
上
。
６

人
。
多
数
抽
選
） 

１
月　

日
２３

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
・
参
加

希
望
日
・
電
話
番
号
・
保
育
希
望

の
有
無
（
あ
り
の
場
合
対
象
者
の

氏
名
と
年
齢
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
保
育
希
望
日
）
を
明
記
し
、

「
こ
ど
も
と
カ
ラ
ダ
係
」
（
〒　
１８４

儿
０
０
０
４
本
町
２
儿　

儿　
 

１５

１１ 講

定

申

対市
民
が
つ
く
る
自
主
講
座

時

所

内

講

対定

時

所

内定

￥

他

申

糸

ko
gan
ei.m

am
.o
u
en
tai@

gm

ail.co
m

）
へ

【
歌
っ
て
笑
っ
て
脳
ト
レ
に

　

も
な
る
？
か
さ
ね
歌
講
座
】

 

２
月　

日
（
火
）
午
後
４
時　

１３

３０

分
〜
６
時　

分 

公
民
館
貫
井
北

３０

分
館 

呼
吸
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
発

声
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

基
本
か
ら
、
か
さ
ね
歌
ま
で
一
気

に
楽
し
く
体
験 

マ
ス
カ
レ
ー
ド

藤
田
さ
ん
（
音
楽
家
） 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 
　

人
４０

（
申
込
順
） 

１
月　

日
か
ら
、

１７

電
話
で
千
葉
（
☎　

儿　

儿
８
１

０４２

３０１

８
６
）
へ

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

公
民
館
本
館
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３８３

１
８
４
）

  

１
月　

日
（
木
）
午
前　

時
〜

２５

１０

正
午 

公
民
館
本
館 

当
日
直
接

会
場
へ 

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３
 

【
Ａ
Ｉ
知
能
化
す
る

　

ロ
ボ
ッ
ト
と
未
来
社
会
】

 

１
月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜

２８

１０

正
午 

公
民
館
緑
分
館 

現
在
と

未
来
の
人
間
に
と
っ
て
、
役
に
立

つ
技
術
、
人
間
を
幸
福
に
す
る
技

術
を
考
え
る 

久
保
田
直
行
さ
ん

（
首
都
大
学
東
京
教
授
） 
　

人
５０

（
申
込
順
） 

１
月　

日
か
ら
、

１７

電
話
ま
た
は
直
接
、
公
民
館
緑
分

館
（
☎　

儿　

儿
７
３
０
１
）
へ

０４２

３８７

【
能
楽
を
知
ろ
う
】

 

２
月
８
日
〜　

日
の
毎
週
木
曜

２２

日
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

（
全
３
回
） 

公
民
館
貫
井
南
分

館 

定
年
後
の
趣
味
で
能
面
の
制

作
を
始
め
た
講
師
が
、
能
楽
の
魅

力
を
ひ
も
解
く 

小
熊
正
さ
ん

（
能
面
作
家
） 　

人
（
申
込
順
）

４０

時

所

内

講

対
定

申

問子
ど
も
の
人
権
講
座
準
備
会

時

所

申

問

市
民
講
座

時

所

内

講

定

申

時

所

内

講
定

 

１
月　

日
か
ら
、
電
話
ま
た
は

１７

直
接
、
公
民
館
貫
井
南
分
館
（
☎

　

儿　

儿
１
１
６
８
）
へ

０４２

３８３們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

   

２
月　

日
（
土
）
、　

日
（
日
）

２４

２５

午
前
９
時
か
ら 

さ
か
え
倶
楽
部

ス
キ
ー
場
（
長
野
県
栄
村
） 

大

回
転
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
。　

日
は
練

２４

習
会
、　

日
は
練
習
会
・
大
会 

２５

市
内
在
住
・
在
勤
の
方 

▽
現
地

集
合
・
解
散
（
交
通
費
等
実
費
）

▽　

日
の
大
会
の
み
の
参
加
も
可

２５

 

２
月　

日
ま
で
に
、
電
話
ま
た

１５

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
ス
キ
ー
連
盟
・

伊
藤
（
☎　

儿　

儿
７
４
０
６ 

０４２

３８３

yo
sh
in
o
ri.ito

@
m
o
kin
kai.co

m

）
へ

   

▽
初
め
て
の
方
は
、
指
導
員
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
▽
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い 

生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
☎　

儿　
０４２

３８６

儿
２
４
６
２
）

申対

ス

ポ

ー

ツ

第　
回
市
民
体
育
祭

６９
ス
キ
ー
大
会

時

所

内
対

他

申

糸

２
月
の
ス
ポ
ー
ツ

個
人
利
用
開
放
校

実施日時　間曜日ところ種　目
４・１１・
１８・２５日

午後１時
〜４時日緑　小卓　球

７・１４・
２８日

午後６時
〜９時水前原小剣　道

４・１１・
１８・２５日

正午〜午
後３時日本町小バドミ

ントン
２・９・
１６・２３日

午後７時
〜９時金一　中柔　道

他

問

第第55回回三三宅宅島島ＧＧＥＥＯＯ
ノノルルデディィッックク・・ウウォォーークク参参加加者者募募集集中中

消
費
者
講

消
費
者
講
座座

−ワイン好き必見
　モルドバ共和国

　文化財防火デーは、昭和２４年１月
２６日に奈良の法隆寺壁画が火災によ
り焼失したことを契機に、文化財を
災害から守る防火防災意識の高揚を
図ることを目的に制定されたもので
す。
　小金井消防署では、貴重な文化財
を保有する江戸東京たてもの園で消
防演習を実施します。
 １月２６日（金）午前９時１５分から
 江戸東京たてもの園（都立小金井
公園内）
 小金井消防署（☎０４２−３８４−０１１９）

時
所

問

1月26日は文化財防火デー

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　度重なる噴火活動で形成された
絶景が広がる「伊豆諸島　三宅
島」。２本のポールを使ったスタ
イルが話題のノルディック・ウォ
ークで、歩きながら三宅島の絶景
を楽しみましょう。島民ガイドが
皆さんと一緒に歩きながら、三宅
島の魅力や歴史をご案内します。
詳しくは、お問い合わせいただく
か、三宅島観光協会ホームページ
（http://www.miyakejima.gr.jp/
右記QRコード）をご覧ください。

 ２月１７日（土）午前９時〜午後
０時３０分
 三宅島阿古地区（コース約９
km）
 同協会（☎
０４９９４−５−
１１４４）

時

所

問



30・1・15

掲載内容の詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

市役所の開庁時間は、原則平日午前８時 30 分〜午後５時です。（正午〜午後１時除く） 12

１
月　

日（
日
）

２１

１
月　

日（
日
）

２８

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

薬薬局局薬薬局局

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

休日歯科診休日歯科診療療休日歯科診休日歯科診療療この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、小金
井市薬剤師会の協力
で実施しています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

休 日 診休 日 診 療療休 日 診休 日 診 療療

小
金
井
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニッ
ク

本町5―15―9
栄ハイツエクシード2階
☎042―401―2938

内

銀行

けやき通り

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート203B
☎042―387―1603

は
ぎ
ク
リ
ニッ
ク

内
外

東
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

武
蔵
野
中
央
病
院

内

東町1―44―26
☎0422―31―1231

酒店

連雀通り

都
営
住
宅

新
小
金
井
駅

交
番

西
武
多
摩
川
線

竹
馬
ビ
ル
ク
リ
ニッ
ク

内
消

本町5―5―2
竹馬ビル1F
☎042―384―3461

新
小
金
井
街
道

京王バス
営業所

至武蔵至武蔵
小金井駅小金井駅
北口北口

至武蔵
小金井駅
北口

小金井小金井
保育園保育園
小金井
保育園 歯

科

中央本線

貫井北町
1丁目
交差点

歩道橋

三
島
歯
科
医
院

貫井北町2―11―6
☎042―381―5815

中大附属高
公務員住宅

眼科
医院

ストア
北大通り

本町
住宅前

貫井北町3―27―7
☎042―386―7288

一
中

本町住宅

歩道橋

公務員
住　宅

交番中大
附属高

北大通り

く
ろ
だ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内

ドラッグストア

消
内

か
わ
べ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

緑町2―2―1
エスポワール小金井1－東号室 
☎042―401―1860

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

内
小
消
内

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

ア

消
内

呼
内

循
内

嶋
田
眼
科
医
院

眼

東町4―16―30
☎042―385―1156

連雀通り
交
番

至東小金井駅南口
農工大通り

農協支店 新
小
金
井
駅
西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

本町1―9―17
☎042―383―5511

小
金
井
太
陽
病
院

外
内
南口

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

田
島
歯
科
医
院 貫井南町2―7―12

リジェイル小金井1F
☎042―387―4118

至小金井警察署

生協ストア
貫
井
坂
下
バ
ス
停

新
小
金
井
街
道

 
サエラ薬局武蔵小金井店
（ ）本町5－15－8ラメゾンブランシュ1階－A

☎042－316－1840

 
薬局日本メディカル
（ ）本町1－18－3

☎042－316－5407

 
サンドラッグ小金井梶野町薬局
（ ）梶野町1－7－32

☎0422－36－7382

 
ミネ調剤薬局東小金井店

（ ）東町4－37－27
☎042－401－1852

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

東
京
都
・
子
供
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
６
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１１日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
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時
１１

☎
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８
０
０
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プ
ッ
シ
ュ
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の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８
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▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
・
医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３
聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
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０３

２
８
５
儿
８
０
８
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FAX

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

○
：
空
室
あ
り　

△
：
空
室
少
し　

×
：
満
室

２
月

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

６
日

７
日

８
日

９
日

　

日
１０
　

日
１１
　

日
１２
　

日
１３
　

日
１４
　

日
１５
　

日
１６
　

日
１７
　

日
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日
１９
　

日
２０
　

日
２１
　

日
２２
　

日
２３
　

日
２４
　

日
２５
　

日
２６
　

日
２７
　

日
２８

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
祝
）

（
休
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

一
般
棟

○○×○○○○××○○○○○×○○○○×○○○○

団
体
棟

清　

里　

山　

荘

空
室
状
況
（
１
月
５
日
現
在
）

冬季期間（１１月〜３月）は、暖房設備がないため閉鎖

５月分の予約
２月１日から受け付けます。
申し込みは、
☎０１２０－４８４－６４７（申込専用）
 ０５５１－４８－４６４６
 http://koganei-kiyosato.com/
 清里山荘（☎０５５１－４８－４６４９）

FAX
HP
問

２月の行事
１７日＝天体教室

休
館
日

休
館
日

　体験型市民農園は、区画貸型とは異なり、農家
が野菜の栽培計画を作り、農家の指導で種まきか
ら収穫までの農作業を体験する農園です。
　種・苗・肥料・農機具などは園主が用意しま
す。講習会（３月下旬〜６月上旬は原則として毎
週土曜日の午前中、それ以外の土曜日も実施あり）
は原則としてすべて参加してください。また、平日
も担当する区画の農作業をする必要があります。
■募集農園たかはしファーム（東町１－２４）＝園
主は高橋堅治さん
■募集区画数若干数（多数抽選。１区画約３０㎡）
■利用期間３月下旬〜平成３１年２月ごろ
 市内在住の方
 （年額）２９,１６０円
 １月２３日（消印有効）までに、はがき（１世帯１
通）に住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を
明記し、経済課産業振興係「体験型市民農園申込担
当」（〒１８４－８５０４住所不要☎０４２－３８７－９８８２）へ

対
￥
申

体験型市民農園
利用者募集

農農家家のの指指導導をを受受けけななががらら
野野菜菜作作りりをを学学びびまませせんんかか

%
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%
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%
%
%
%
%
%
%
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【親子ｄｅ華道体験】
 ３月２５日（日）午前１０時１５分から、午後１
時１５分から（各回約６０分） 同ホール市民ギ
ャラリー 市文化連盟華道部 市内在住・在
勤・在学の小・中学生と保護者（２人１組）
 各回１０組（多数抽選） １人８００円（お花
代）
【親子ｄｅ茶道体験】
 ３月２４日（土）午前１０時１５分から、１１時３０
分から、午後１時１５分から、２時３０分から
（各回約４５分） 同ホール和室 市文化連盟
茶道部 市内在住・在勤・在学の小学生と保
護者（２人１組） 各回５組（多数抽選） 

時
所

講 対

定 ￥

時

所 講
対

定 ￥

１人５００円（お抹茶・お菓子代）
－◇共　通◇－

 ２月２８日（必着）までに、往復はがきに希
望体験名・希望時間（第２希望まで）・子ど
もと保護者の氏名（ふりがな）・住所・電話
番号・子どもの学校
名・学年（市内在勤は
勤務先名）を明記し、
小金井　宮地楽器ホー
ル「華道もしくは茶道
体験申込係（〒１８４－
０００４本町６－１４－４５☎
０４２－３８０－８０９９）へ

申

小金井 宮地楽器ホー小金井　宮地楽器ホールル
ワークショッワークショッププ

小金井 宮地楽器ホー小金井　宮地楽器ホールル
ワークショッワークショッププ

%
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%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　ＦＣ東京・市民スポーツボランティア（通
称「スポボラ」）は、味の素スタジアムで行
われるＪリーグＦＣ東京のホームゲーム運営
を支えるボランティアスタッフです。チーム
とともに戦い、一緒に楽しく活動する仲間を
募集しています。このたび、活動内容の紹介
や会員登録・活動方法の説明会を行います。
 １月２７日（土）午後０時３０分〜１時３０分
（正午受付開始）
 鹿島建設（株）技術研究所地下１階大会議
室（京王線飛田給駅南口徒歩２分）
 １５歳以上の方（中学生は平成３０年３月に卒
業予定の方）１７歳以下の方は保護者の署名・

時

所

対

 捺 印が必要です
なつ

 写真２枚（縦３cm×横２.５cm）
 当日直接会場へ
 ＦＣ東京・市民スポーツボランティア事務
局（☎０４２－３４３－９５４０ http://www.fc 
tokyo.gr.jp/）

持
申
問

HP

ＦＣ東京・市民スポーツボランティＦＣ東京・市民スポーツボランティアア
新規会員説明新規会員説明会会


